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1,593 1,871,0131,174.6湖北省

1,594 9,317,7995,845.6長江流域

1,581 11,419,9837,221.0全国

単位収量
(kg/ha)

生産量
(ton)

菜種面積
(千ha)

２００３年産

春播菜種

秋播菜種

菜種の生産量分布は長江流域(約８5%)である。
湖北省は全国最大の菜種産地である。

長江流域

目標
中国菜種原料確保
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ構築
国際化対応生産

 

 
 
 

パーム油
マレーシア

中国

菜種産地
長江流域

大豆産地
東北地域

菜種産地
カナダ
大豆産地
アメリカ

大豆産地
ブラジル
アルゼンチン

菜種
オーストラリア

国内販売

国内販売

国内販売

514,195菜種

20,41761,536大豆

中国輸入
量
(千ton)

世界輸出
量
(千ton)

2002/03
年

11.51,5002003

9.11,1722000

7.71,0021996

一人当たり㎏消費量万㌧年

中国食用油消費量の推移

目標
中国植物油安定供給
食用油原料安定確保
国内原料との共存
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科学研究
中国農業科学院
油料作物研究所

華中農業大学

ダブルロー品種は当たり前

育成された優良品種
中双６号、中双７号
中双８号、中双９号
中双１０号、中油雑２号
中油雑４号、中油雑７号
中油雑８号、中油雑９号

育成された優良品種
華双４号、華雑５号
華雑６号、華雑７号
華雑８号、華雑9号
華雑１０号

取り組んでいる課題
高収量、高含油量、高蛋白
耐病性、軽簡化栽培用品種

の育成

研究員は世
界一を目指
して新しい品
種を育成して
いるよ

目標
育種目標・四高二低〔高収量
高含油率、高ｵﾚｲﾝ酸、高蛋白〕
栽培目標・無公害栽培技術、
残査還元、機械化栽培体系

低コスト栽培

 

 
 
 

優良種子生産・販売
種子生産基地
襄樊、荊州
荊門、黄崗
４万ﾑｰ
３００万㎏
華雑シリーズ
中油雑シリーズ
華双、中双ｼﾘｰｽﾞ

取り組んでいること
地域対応品種の選定

優良種子の生産・種子純度向上
交雑・混雑要因の解明
採種農家の指導の徹底
販売体制整備

ダブルロー
品種

種子だけを
生産販売し
てね

目標
優良種子の持続的生産
農家への安価・安定供給
地域毎統一品種
種苗法等法律改正
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生産

育苗技術向上７６%

移植技術向上７６%

収穫乾燥調製９５%
今取り組んでいること
基本栽培技術の徹底

交雑・混雑防止対策の徹底
双低品種の作付け率向上

直播栽培、不耕起栽培、機械収穫
契約栽培の推進、一菜両用栽培

排水対策実施９４%

病害虫防除９７%

優良種子購入９６%

目標
持続的良質多収生産
省力・低コスト栽培
生産産地区分
地区別品種統一
農民の組織化
販売体制改善
資源の循環
無公害栽培
機械化栽培
一菜両用栽培

雑草防除９６%

交雑混雑防止６１%

農家の菜種
栽培技術の意識
調査から

94.1 74.1 ２００４年

93.0 70.0 ２００３年

90.5 64.0 ２００２年

86.8 56.6 ２００１年

73.9 51.9 ２０００年

22.3 15.5 １９９５年

4.6 3.5 １９９０年

湖北省全国

双低品種普及
率

　生産現場品質調査・年別中国基準内割合

95.0%
88.0%

56.0%
63.6%

90.8%95.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

網掛区 慣行区 出荷段階

中
国
基
準
内
割
合

２００３年

２００４年

 

 
 
 

流通・加工・販売

農家

農家

農家

仲買人

中小
製油工場

製
油
企
業

販売店
ｽｰﾊﾟｰ

消費者

消費者

消費者

飼料、肥料
加工企業

政府機関
政策、指導

販売店
ｽｰﾊﾟｰ

目標
市場システム改善・農民組織化
菜種先物取引・菜種産業基金設立
法改正、中小製油企業の整備

菜種油ブランド化

今取り組んでいること
計画的販売、双低品種

付加価値向上、契約取引の履行
現金決済方法の改善
消費者への宣伝

菜種油新
商品開発
ブランド化
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品質検査体制

菜種種子
生産され
た菜種

生産され
た菜種油

菜種、菜種油
国家検査機関

種子純
度検査

菜種品
質検査

ダブルロー菜種油
健康菜種油
販売

菜種油
品質検査

今取り組んでいること
検査技術・検査内容の向上
簡易測定器による現場検査

自主検査の徹底
優良菜種品質意識向上

菜種、菜種
油は常に品
質検査しま
しょう

目標
品質検査ｼｽﾃﾑの確立
安心・安全食用油情報提供
国際基準なみ国家基準・法改正

指定検査機関の設置

製油企業
自主検査

種子公司
自主検査

 

 
 
 

政府機関
省市県郷鎮

農民組織による
付加価値販売

菜種資源の
循環体制確立

流通体制整備
買付資金整備
計画的荷受け

地域統一品種
優良種子生産配布

優良品種育成
栽培新技術開発

優良菜種油
ブランド化

安心・安全
健康菜種油
販売促進

国際基準なみ
品質基準
検査技術

支援、体制整備
法的整備、補助金
情報システム

統一ダブルロー
品種と生産量の増大
軽簡化栽培

地元企業
体制強化

油粕の利用
菜種油加工
品の開発

輸入原料
年間稼働肥料資材

共同購入

契約販売
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菜種生産費と改善方策
　作業別労働時間割合
（１ﾑｰ当たり67.7時間）

播種・育苗
8% 耕起・整地

17%

移植・補植
30%

栽培管理
10%

収穫・調製
35%

１畝当たり主要品目構成割合（総額２１０元）

3%

3%

32%

5%

3%15%
2%

37%

種苗費

畜力費

肥料費

農具費

農薬費

租税公課

その他

自家労賃

農作業改善方策
不耕起栽培導入
直播栽培導入
機械収穫導入

生産費用改善方策
労力節減(省力栽培技術)
肥料代節約(共同購入)

菜種生産費調査から

収入増改善方策
付加価値販売

(契約栽培、共同出荷)
目標

農家所得増
省力化
軽労働化

1ムー収量150㎏以上目標

 

 
 
 

大項目６、経営調査及び開発基本構
想の策定

• ５カ所の定点観測地の市・県・区で農家調査及び農
業簿記の記帳・集計・分析を行い、菜種生産費を算
出し、報告書を作成した。

• 流通・加工調査は、生産者、仲買人、製油企業等で
行い、課題を整理し報告書を作成した。

• 農家継続調査を３年連続実施し、報告書を作成した。
• 各調査結果等を総合的検討を行い、開発基本構想
を策定した。
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